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藻繕、登県薦会津郡只讐蓑lll黒沢石欝鉱ili〈斌／鴛襲）

　馨、薫鷹蕎鉱職

　鉱峯1は讐癒二顎蔑憾棚惹化二蒼膏・粘二1孝欝・赤三二1．薪鷺なξ

と呼ばれているが，雲花難欝は純灘で，ほとんど粘こll鱗勿

質幅混えないもので，きオ鍵）て贔位のi、！いものである。、

硫化蒙欝と呼ばれるものは，吊轟申に多縫の　蔑鉄鉱を混

えるもので，選鉱によ1フ，ン葎漸と黄鉄鉱を分離してい

る、，粘土二薪膏は1ξ繊｝伏畢欝の小結贔¢呼葺葺を聡1ゴ麹質が1充雪雑

Lラまた多少の繊維講欝を灘xるものが多い，、赤三王嚢爺漸

鉱；辮は赤燈．色の石膏塊の燭診を緑・色の粘土物　脳が填ダ　ー

いるもので，水洗すると良質石膏レなる、、茄痘暮構，残、石

は比較的鉱体の周辺部に冬く分布す恐．

　’難花譜鮮，；は灘とん・ど粘土物質を混えない塚、懸　　の藥

脅するものをいうのであるが，通常の良質噺膏は少藁、の

粘土物質登混えるもジ）が多い，、獺似鏡下の餓察では、こ

れらの鉱石は，板状ないし繊維状の石膏，1、舗署を主揖、ご

し，粘土鉱物としてはイラィトを　む．　そのほか7A一…

粘二ま 噛網勿を含んでいるが．これが蛇紋澤筆であるかどうか

は今後の検討に：待喪〉たい。x糸銀試験グ）蟻馨よ図び）とおIP

て守重ある、，

　粘土を主とし織とんど二蓄欝を含まないものは，微細な

ずライトを盆ごし，イ1レ歎の7A一一醗i二1二露広4勢を・含むもの

で，ま燈少．嚢グ楓欝ξ鉱を含んノでいる。蓑たこの鍵！帯よ！）

外側になると，イライトその他の粘土鉱物のほかに微粒

の影央粒を含むことが多くなる、、、象た最外榔の粘土帯で

は窄占、1鉱物と短ては叢ンモ｝／鷺ナイトが主体とな参，少

量び瑳答薫含むものになる　（購擁鋤．

　蒙ぎ畢窪ぞ　）懸ぎ登は，鷺鍔鉱澤ぎ膏に3猛い．鍵質舞斌になると

s儀鱒駕以、薫マ）ものもあるが，一般的には藤1土物｛i駿含

ノ）だ鉱苓ではS犠鎗駕獺後のもぴ）が多いようである、，当

更管イ撚旛裸で，F綴ぐ）器，　（十）璽愚く），so暮にヂ）いて化学分薩弄

L．た懸謬鞍は次表のとお！）である、，

　　　　1
番　響i嚇 L＿

篁極≧ぐ刃　1　＄（）魯　　十幾ρ

（解）　　　（搬． 一　　 （％）

　署！二1．ジ葎響とも呼ばれるもので，顕微鏡下の観察では華戴

維状の石膏結晶の舞義合する嚢，1＞分と，微粒で緩屈折のほと

んどない粘ll鉱物の集合する部分とが観　されるが，微

粒グ）石英を細一蹴欝含む場合，菱鉄鉱その他グ）炭酸鉱物が

少量認められる場合などがある、、粘土鉱物の種類・こつい

ては　後さらに詳しく検討の必要があるが，従来調査し

た他の灘欝鉱山と簡様に緑泥1石が多いと灘えられ，X線

試験の結果では，緑泥石のほかに7A 一粘、1鍔物が存在

している可能性が大きいと、1忍われる。

　鉱体の東側お．熱び南側の周辺部にはう赤褐色、を呈する

鉱畢yがあるが，よ欝通の激駈ヒ翠搾箋；の季薫ノ或嚢菰讐勿の響1かに疑瑠敏

鏡下に赤編色半透明の褐鉄鉱様鉱物が多　　認め　フれ

る、，

　編馬1鉱床姦敦満

　臼、馬鉱／宋は現在休坑しているので調査は不能である

が，地表で採・集できる鉱畢ずは1藁L色の良、欝鉱があ！），顕微

鎖導下で穏諜卿沃の翠誉麟購凱縞の1集・合する醤粒，イレ叢⊆のイライ

トが．兇ら才しる。

　馨．慧鞍出

　粘土帯騨）痔裏，一番蒋内側ぴ）粘土短蒙葬響帯は愛炎緑色の灘紅ヒ

質岩のぎiに数鳶雛以下の繊維石膏が走る地帯であるが，

顕微鏡下の観察では小さなイライ陣）結贔が捕湊義してお

1），炭酸鉱および石英が少量あるが，X線試験の結果で

は，　澤葬署聾で勝イトのほかに藤1轡1轍の7A一一鯉講血鉱物が

1認められ、る軸
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敦由簑

、隷料1，よ塁き艇）で乾繰美〆た義、のについて分析したも

マ．　現5兄そのイ也

1分餐苧こ昇権ぎ韻縫

　㌢．璽　鉱叢権闘｛系

　　鋭湿麟務所　福島県南会津郡只．箆町大字、只菟掌新屋

　　　　　　　　敷

　　　　　　　　福島県薦会溝鄭只簾．町大字黒沢字北山

　　鉱区番蕉　　機、塗、照採登　薫砿欝，導総号

　　鉱種蒙騰・硫化鉱
　　　　　　　　会1耀瀬市　風闇忠行

　？．謹採鉱・選鉱

　採鉱は　漁慰鮮顯灘）麟翼裏去，段欠法，残柱法を併用

し，掘進は電1気ドリル，電気発破で行なう．鉱際芋運搬は

坑外よ！）立坑を闘さくし，坑内で斜坑を併用している．

選鉱は手選で，無洗石膏・硫化石膏・津占土署膏に分け，

イ流費￥欝お騨d二峯f馨墾はウイノレツレ…・テーブノレで鞍難イヒ霧失

凝1と際1準響翻監蒙芋に1分灘1嚢してい脇、、

　撃．韓從業鍛

　　　！織員　　iε名　　　　籔繍　　獄）名

　学．墨出鉱量

　昭和3・咋麗は大・慧ご　鶏、華蒲蹴碑，硫化鉱欝蟹備．

　選鉱能力としでは約2（矯サ薄の設擁1を有L〆てい㍉．

37一（3激）
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㌘．轟掩鉱先

署膏は全部セメント用1こ使用され，おもな売鉱先鉢，

磐ll戒セメント，秩父舩メン

セヌントで・ある、、

セメント，敦賀

露．結　　び

　緑色凝灰岩中の熱水交代性署膏鉱床について，鉱体と

燭辺の餐i土化帯薯雛よyび舞識鰭につレ・て，主として牽龍ヒ鉱物

の立場から検討を行なつたが，従来調査を費なつた福

島県のイ義の澤難藩鉱lllと比1鮫気醒ノぐ，）1㌫二1尋拝にイライ／・の多

い、点は鶏葬1鉱1．L縛）揚合とよく似ているが，　？A一一醗1土鉱

葦勢が多く認盈蹴）られ導、蓼1、鶏緑溌茎汐）比1鮫蕗フィ身ない、薫は繊グ）

鉱山と轟なるところである、濃た粘二七帯の最外側にモン

モリ騨ナイ1・が多く，母岩の緑・色凝灰岩刺こ沸石（モル

ヂナイト）　の多㌔’、乾は，　この鉱1勤の一而つの4寺徴である，、

　二本調査を行なう歓あたi）いろいろ硬賞を与えていただ

いた楓聞鉱業黒沢鉱山¢）各位，貴重な資料を提供して下

さつた佐藤徳虚右門氏に厚く御礼申し、．蓬二げる次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和34年馨翔調輩1の

業餓
纏i、賠県商工労働部開発課　　　福、鶴環く地下資嶺原調査報，

　　　望g鑓

認（3鋤




